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別記様式（第４条関係） 

会  議  録 

 

会 議 の 名 称      第１回 （仮称）波賀市民協働センター運営検討委員会 

開 催 日 時 令和５年１月 18日（水）19時 00分～21時 00分 

開 催 場 所 市民センター波賀大ホール 

議長（委員長・会長） 

氏 名 
藤原 卓郎 

委 員 

氏 名 

（出席者） 

小林晋八、井本孝、大谷郁子、岡

前千恵、筧和彦、枦段健、原田康

嗣、谷口朱美、坂口和幸、尾前和

彦 

（欠席者） 

岡田杏奈 

事 務 局 

氏 名 

波賀市民局：大田市民局長、椴木副局長、山内係長、瀧本主査 

波賀生涯学習事務所：田路所長 

波賀保健福祉課：樽本課長 

傍 聴 人 数 ０名 

会議の公開・非公開の

区 分 及 び 非 公 開 の 

理 由 

公開・非公開 

（非公開の理由） 

 

 

決 定 事 項 

（議題及び決定事項） 

1 開  会 

2 あいさつ 

3 委嘱状の交付 

4 委員自己紹介 

5 運営検討委員会の趣旨説明 

6 委員長・副委員長の選任 

7 協働センター概要説明 

8 議事 

9 閉会 

会 議 経 過 別紙のとおり 

会 議 資 料 等 別紙のとおり 

議 事 録 の 確 認 
（委員長等） 
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（会議の経過） 

発言者 議題・発言内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

事務局 

 

 

事務局 

委員 

事務局 

 

 

 

 

事務局 

 

 

副委員長 

事務局 

 

 

 

委員長 

事務局 

 

１ 開  会 

 

２ あいさつ 

 大田市民局長よりあいさつ 

 

３ 委嘱状の交付 

 大田市民局長から代表して小林委員へ交付 

 

４ 運営検討委員自己紹介 

 

５ 運営検討委員会趣旨説明 

 協働センター運営検討委員会委員スケジュール資料に基づき説明。 

 オープニングイベントはゴールデンウイークまでに実施したいと思う。 

 波賀生活圏の拠点づくりの考え方（概要版）を説明。 

 

６ 委員長・副委員長の選任 

 検討委員会要綱第５条により、委員長及び副委員長選任。 

 事務局に一任する。 

 事務局案として、委員長に藤原卓郎委員、副委員長に小林晋八委員でお願い

したいが、いかがか。【一同賛同】 

 委員長、副委員長よりあいさつ 

 

７ 協働センター概要説明 

 別冊資料に基づき説明。 

 運営検討委員会の傍聴についての説明、会議録を公開するため録音について

説明。（委員承諾） 

 図面に診察室の記載があるが、これについて説明いただきたい。 

 将来的には、メイプル福祉センター集約を想定していることから、こういっ

た表記になっている。また、多目的室と会議室は遊戯室を想定。（合併前の）

教育員会事務局は調理室となる。集約するまではこれらの部屋は会議室として

の使用となる。 

 使い方を決めるだけでなく、多少の変更は要望してもいいのか。 

 例えば、ホールの向きを変えるなど大きな変更はできないが、運営検討の中

で変更できるような意見がでれば検討していく。 
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委員長 

事務局 

委員 

事務局 

委員 

事務局 

委員 

事務局 

委員 

 

事務局 

 

委員 

 

事務局 

 

委員 

 

事務局 

 

 

 

事務局 

委員長 

事務局 

 

事務局 

 

委員 

事務局 

委員 

 

副委員長 

 

 

委員 

 バス停は図面のスペースで足りるのか。 

 小型バスなので問題ない。 

 図面で教育委員会事務局とあるが、ここが生涯学習事務所ではないのか。 

 生涯学習事務所は波賀まちづくり推進課と窓口が一緒になる。 

 ２階の事務室は将来、福祉関係の事務所になるのか。 

 福祉機能移設は明確には決まっていないが、スペースとして考えている。 

 ２階の診察室は旧町長室なのか。 

 そうである。 

 工事が始まっているので、出来上がってからでは変更が難しいところもある

のか。 

 例えば、窓口の場所を変更するなどは難しい。導線を考えていく中で意見を

もらえれば随時検討する。 

 ホール横のつながり広場で飲食すれば人工芝だと掃除も大変だと思う。日当

たりも悪いので汚れも残り汚くなると思うので検討してほしい。 

 つながり広場は災害時物資の搬入場所としても考えており、下は野芝を考え

ている。 

 ２か月に１回の会議では工事が終わっている場所もあると思うので、変更可

能な範囲を教えてほしい。 

 来年度に入ってくるとできなくなる。 

 

８ 議事 

（１） 施設愛称募集について 

資料に基づき説明。 

 愛称募集の期限は、まだ先で問題ないか。 

 今回は募集方法の検討なので、次回会議には一宮、千種と同じものを作成し

ておくので確認いただきたい。 

 募集はまだ先になる。この場では募集方法、愛称決定、応募者への商品など

を検討いただきたい。 

 小学校、中学校にも配布は可能なのか。 

 そうなれば、こちらで配布依頼をする。 

 募集に時間を費やすよりも委員会内で愛称は決め、運営検討委員会が設計に

入り込めるような時間をつくってはどうか。 

 ひとつは、委員さんから提案のあった愛称を提言しながらアンケートを取る

方法もある。小学校、中学校への配布については、アンケートを限定するとい

うことなのか。 

 限定せずに幅広い層から意見をもらいたい。また、千種で２点限定したのは
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事務局 

 

副委員長 

 

委員 

 

事務局 

 

 

委員長 

 

 

事務局 

委員 

事務局 

委員 

 

 

事務局 

 

委員長 

 

事務局 

副委員長 

事務局 

 

委員 

委員 

 

 

 

事務局 

委員長 

 

 

何か意味があったのか。 

 何件でもいいが、１人で何十点も応募があるとまとめるのも大変になると思

う。 

 委員会で出た意見も出し、小中一貫の名称を決めたときのように、名称を選

ぶ、また意見を出してもらうようにしてはどうだろうか。 

 コンセプトがないのに名称を決めるのは難しいので委員会で名称を決め、施

設をどのように利用したいかを募ってはどうか。 

 施設の概要が分からない中での愛称募集は難しいとは思うが、一宮、千種同

様に募集で進めていきたい。また、市民へ施設内の詳細説明は時間もかかるが、

今回の設計内容はすでに理解してもらっていると思う。 

 千種は、応募した愛称についての気持ちも記入しているので、応募者の気持

ちも分かる。そういった点では１人２点が妥当だと思われる。募集方法は次回

最終決定でいいだろうか。 

 具体的な内容は、次回決めていただいて問題ない。 

 ５万円の予算はどこから出ているのか。 

 市の予算である。 

 商品の５万円の予算を別に使えないだろうか。商品目当てで募集になるの

で、選択肢があるような方法にしてはどうか。今日、募集方法を決定するのは

難しいが次回でも問題ないか。 

 募集方法は委員会で決めていただいて問題ない。方向性は今日決めていただ

きたいと思う。 

 広く親しんでもらうには白紙からの募集がいいと思う。募集方法は委員で決

めていきたいと思う。 

 馴染みのある愛称が決まってほしいと事務局は思っている。 

 一宮、千種の前例があるが、同じ方法で白紙の状態から愛称が決まったのか。 

 集まった意見から決まっている。最終の決定方法は分からないが委員会で決

めている。 

 愛称を集めて決めていくのは時間と労力もかかると思う。 

 委員で愛称を決めるのも方法ではあるが、波賀の人に広くＰＲしてみんなか

ら意見をもらえば利用者の思い入れにもなるので、募集したらいいと思う。委

員で決めるのはそれなりにプレッシャーになる。しかし、期限はしっかり決め

ておくのがいい。 

 スケジュールはまだ先で問題ないが、あまり後ろにもできない。 

 基本的には公募での愛称募集でよろしいか。【一同賛同】 

 公募については、次回までに事務局からの提案をお願いしたい。 
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事務局 

 

 

 

 

事務局 

副委員長 

 

 

委員長 

事務局 

 

 

 

 

 

委員 

 

事務局 

 

 

委員長 

委員 

 

事務局 

 

委員 

事務局 

 

 

委員長 

 

 

（２） ロゴマーク、費用弁償 

 ロゴマークは委員の中で案があればいただきたいが、作成については業者委

託する方向で問題ないか。【一同賛同】 

 費用弁償について説明。 

 

（３） 次回会議日程について 

 各委員で都合が良い時間を意見してもらいたい。 

 若いメンバーなので仕事もあるので夜がいいが、子育て世代もいらっしゃる

ので昼と夜交互にするなどいかがだろうか。 

 【各委員から意見徴収】 

 平日夜という意見が多かったので、平日夜ということでよろしいか。 

基本は平日夜ということで、庁舎内を見学するときは昼間にきていただけれ

ばと思う。 

次回委員会開催日程 

  令和５年３月７日（火） 19:00 ～ 

市民センター波賀大ホール 

 

 費用はかかると思うが、舞台は幕ではなくどん帳にできないか。千種では使

っていたどん帳を機械だけ変えて使っていると聞いた。 

 設計の段階で意見は出た。現段階では緞帳ではなくカーテンで進めている

が、この委員会で意見が出たということで持ち帰り検討はする。しかし、十分

に検討はしてこうなったということは理解いただきたい。 

どん帳ではない理由についても次回説明いただきたい。 

 次回の委員会内容は決まっているのか。事前に決めていれば会議がスムーズ

に進行していくと思う。 

 現時点では、決まってはいないが次回会議までには資料は提供できるようす

る。 

 見学会というのは設けていただけるのか。 

 委員会としてでも、個人で来ていただいても対応させてもらう。 

 前回の検討委員会でもあったが、自分から発言できないと思っている方もい

ると思うので、協議事項は全員から意見をもらってはどうか。 

 議事に応じて対応していく。 

  

９閉会 

 副委員長より閉会あいさつ 


